
鉄
道
・
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

問
都
市
計
画
課
（
☎
６
５

－

６
５
６
２
）

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

　
電
車
は
時
間
に
正
確
で
安
全
、
バ
ス
は
安

価
で
エ
コ
な
移
動
手
段
で
す
。
さ
ら
に
、
移

動
中
に
読
書
や
休
息
を
す
る
な
ど
、
自
動
車

の
運
転
中
に
は
で
き
な
い
時
間
の
使
い
方
が

で
き
ま
す
。

　
通
勤
、
通
学
に
ぜ
ひ
鉄
道
、
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
鉄
道
利
用
は
Sス

マ

ー

ト

イ

コ

カ

M
A
R
T
I
C
O
C
A
で

お
得

　
S
M
A
R
T
I
C
O
C
A
は
現
金
な
し
で

チ
ャ
ー
ジ
（
入
金
）
が
で
き
、
さ
ら
に
毎
月

の
電
車
の
ご
利
用
合
計
金
額
に
応
じ
て
ポ
イ

ン
ト
が
貯
ま
る
、
便
利
で
お
ト
ク
な
J
R
西

日
本
の
I
C
カ
ー
ド
で
す
。
１
，
０
０
０
ポ

イ
ン
ト
で
１
，０
０
０

円
チ
ャ
ー
ジ
す
る
こ
と

が
で
き
、
電
車
の
利
用

は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
ビ

ニ
、
ス
ー
パ
ー
等
で
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。
電

車
に
乗
っ
て
ポ
イ
ン
ト

を
貯
め
ま
し
ょ
う
。

※
ご
購
入
、
ご
利
用
方
法
等
、
詳
し
く
は
Ｊ

Ｒ
お
で
か
け
ネ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.jr-odekake.net/

）

　
一
般
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
を
畑

や
ド
ラ
ム
缶
な
ど
で
焼
却
処
理
す
る
野
焼
き

は
、
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
（
以
下
「
廃
掃
法
」）
に
よ
り
原
則
禁
止

さ
れ
、
左
記
の
罰
則
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
を
燃
や
す
と
煙
や
悪
臭
に
よ
る
住
民

ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
環
境
の
悪
化
を
ま
ね
く
だ

け
で
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
、
健
康

に
も
悪
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
野
焼
き
に
関
し
て
は
、
法
律
上
の
規
制
も

あ
り
ま
す
が
、
近
隣
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
下
記
の
例

外
と
さ
れ
て
い
る
野
焼
き
の
場
合
で
あ
っ
て

も
、
周
辺
か
ら
煙
や
に
お
い
で
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
は
、
中
止
や
焼
却
方
法
の
指
導

等
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

︿
野
焼
き
の
罰
則
﹀

違
反
し
た
場
合
は
、
廃
掃
法
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
、
行
為
者
は
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ

の
併
科
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
法
人

に
あ
っ
て
は
、
３
億
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

◆
バ
ス
利
用
に
は
定
期
券
が
お
得
で
す

●
通
勤
定
期
券

　
湖
国
バ
ス
、
余
呉
バ
ス
と
も
に
、
１
か
月
、

３
か
月
、
６
か
月
の
３
種
類
が
あ
り
、
割
引

率
は
期
間
や
距
離
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

（
割
引
率
：
約
30
〜
37
%
）

　
ま
た
、
湖
国
バ
ス
の
通
勤
定
期
券
は
、
土

日
祝
日
に
「
環
境
定
期
券
」
と
し
て
利
用
で

き
、
通
勤
定
期
券
区
間
外
を
１
乗
車
１
０
０

円
（
同
伴
の
家
族
も
１
乗
車
大
人
１
０
０
円
、

小
人
50
円
）
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
学
生
向
け
定
期
券
等

︻
湖
国
バ
ス
路
線
︼

・
中
学
生
、
高
校
生
は
、
学
生
証
提
示
で
普

通
運
賃
が
１
０
０
円
割
引

・
１
か
月
１
万
円
で
、
長
浜
・
米
原
市
内
の

湖
国
バ
ス
路
線
が
乗
り
放
題
の
「
高
校
生

限
定
定
期
券
」
を
好
評
発
売
中

︻
余
呉
バ
ス
路
線
︼

・
中
学
生
、
高
校
生
は
、
学
生
証
提
示
で
木

ノ
本
駅
ま
た
は
余
呉
駅
で
乗
降
す
る
場
合

に
限
り
普
通
運
賃
が
２
０
０
円

※
詳
し
く
は
、
市
ま
た
は
各
バ
ス
会
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
鉄
道
、
バ
ス
と
も
に
、
定
期
券
ご
購
入
時

に
は
、
学
生
証
等
の
提
示
が
必
要
で
す
。

︻
禁
止
の
例
外
︼

○
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
（
ど
ん

ど
焼
き
な
ど
地
域
の
行
事
に
お
け
る
不
要

と
な
っ
た
門
松
、
し
め
縄
等
の
焼
却
な
ど
）

○
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に

や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃

棄
物
の
焼
却
（
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
な

ど
の
焼
却
、
漁
業
者
が
行
う
漁
網
等
に
付

着
し
た
海
産
物
の
焼
却
な
ど
）

○
た
き
火
や
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で

通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て

軽
微
な
も
の
（
た
き
火
、
暖
を
と
る
た
め

の
落
ち
葉
や
薪
の
焼
却
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
）

○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の

管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却
○
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍と

う
そ
う
が
い

霜
害
そ
の
他

の
災
害
の
予
防
応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の

た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

※
火
災
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
は
消
防
署
へ
、

産
業
廃
棄
物
（
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ

た
廃
棄
物
）
の
焼
却
や
常
習
性
が
あ
る
等

の
悪
質
な
場
合
に
は
、
警
察
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
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「
長
浜
市
エ
コ
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」

最
優
秀
・
優
秀
校
が
決
定
し
ま
し
た問

環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

「
な
が
は
ま
絆き

ず
な

発
電
。」と
し
て

２
事
業
を
認
定
し
ま
し
た

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

　
市
内
の
小
・
中
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保

全
へ
の
学
び
や
活
動
を
評
価
し
紹
介
す
る
こ
と

で
、
学
校
の
み
な
ら
ず
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
長
浜
市
エ
コ
ス
ク
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３
月
11

日
（
土
）
の
「
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
フ
ェ
ア
」

で
優
秀
校
を
表
彰
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
　
田
根
小
学
校

　「
地
域
の
人
か
ら
学
ぶ
」、「
地
域
の
自
然
か

ら
学
ぶ
」、「
地
域
に
は
た
ら
き
か
け
る
」
の
３

つ
を
軸
に
幅
広
い
活
動
を
展
開
。
　
　

　
米
作
り
の
一
連
の
過
程
を
経
験
、
入
学
式
・

卒
業
式
で
使
用
す
る
花
の
栽
培
、
谷
口
杉
を
題

材
に
し
た
林
業
体
験
な
ど
、
こ
れ
ら
の
学
習
を

地
域
の
樹
木
医
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々

と
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
他
、
西
池

の
観
察
や
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
、
ク

リ
ー
ン
活
動
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
も
取
り
組

み
、
地
域
へ
の
愛
着
や
自
然
と
の
共
生
の
意
識

を
育
て
て
い
る
こ
と
が
評
価
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

優
秀
賞
　
湯
田
小
学
校

　
地
域
の
人
か
ら
昔
の
く
ら
し
の
様
子
を
聞

き
、
あ
る
も
の
を
無
駄
な
く
使
う
生
活
や
持
続

可
能
な
未
来
の
創
造
に
つ
い
て
学
習
。
ま
た
、

「
ふ
る
さ
と
絵
地
図
」
や
田
楽
づ
く
り
に
挑
戦

し
た
り
と
、
昔
の
く
ら
し
に
つ
い
て
学
び
を
深

め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
湯
田
小
水
族
館
、
湯
田
小
フ
ェ
ス

タ
企
画
展
の
開
催
を
通
し
て
地
域
の
人
々
と
交

流
を
深
め
、
児
童
が
主
体
的
か
つ
興
味
を
持
っ

て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
点
を
評
価
し
ま
し

た
。

優
秀
賞
　
塩
津
小
学
校

　
全
校
児
童
が
３
つ
の
縦
割
り
班
に
分
か
れ
、

高
学
年
の
児
童
が
低
学
年
を
指
導
し
な
が
ら

花
の
苗
の
植
え
付
け
を
行
う
「
縦
割
り
フ
ラ

ワ
ー
」
や
、
上
下
学
年
で
ペ
ア
を
つ
く
り
、
自

分
た
ち
で
育
て
た
カ
ボ
チ
ャ
で
ラ
ン
タ
ン
を
作

る
「
パ
ン
プ
キ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
を
実

施
。
縦
割
り
の
活
動
を
取
り
入
れ
た
学
校
全
体

で
の
エ
コ
活
動
が
特
徴
的
で
、
そ
の
他
、
資
源

回
収
や
ク
リ
ー
ン
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

▲湯田小学校（昔のくらし聞き取り会）▲塩津小学校
（パンプキンプロジェクト）

▲田根小学校（稲刈り）

　
市
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
活
用

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
や
地

域
の
防
災
対
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
等

を
行
わ
れ
た
団
体
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
内
容
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輪
（
絆
）
を
市
内
全

域
に
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
「
長
浜
市
市
民
団

体
発
電
等
認
定
制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
28
年
度
認
定
事
業
と
し
て

２
団
体
を
「
な
が
は
ま
絆
発
電
。」
に
認
定
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
活
動
が
市
内

全
域
に
広
が
る
よ
う
先
進
事
例
と
し
て
紹
介
し

ま
す
。

小
室
町
自
治
会

︻
発
電
の
種
類
︼

太
陽
光
発
電
（
５
．
８
８
kW
・
蓄
電
池
）

五
村
自
治
会

︻
発
電
の
種
類
︼

太
陽
光
発
電
（
８
．
５
４
kW
・
蓄
電
池
）

︿
選
定
理
由
﹀

　
２
団
体
と
も
に
、
災
害
時
に
は
、
地
域
住
民

の
一
時
避
難
場
所
と
な
る
自
治
会
館
の
防
災
機

能
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
設
備
を
活

用
し
、
さ
ら
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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